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令和 7 年度 第 2 回 可美中学校運営協議会 会議録 

 

１ 開催日時  令和 7 年 10 月 17 日（木）13 時 40 分から 15 時 35 分まで 

２ 場  所  可美中学校 3Ｆ ＣＳルーム 

３ 出席委員  小野田和弘 牧野源太郎 小野田康弘 岡本眞理 川原真美 中村精志     

  （敬称略）  中村淳子 片野竜也 石田裕果 

４ 欠席委員  下田浩伸  

５ 学  校  小畑多佳子（校長）池野弘昭（教頭）谷野大樹（教務）杉浦且典（ＣＳ主任） 

中川将大（3 年主任）與五沢智宏（1 年主任）鈴木公子（ひまわり主任） 

石黒竜市（家庭科）後藤高美（ＣＳディレクター） 

６ 教育委員会  欠席 

７ オブザーバー  村上昌義（可美協働センター長） 

８ 傍 聴 者 なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 後藤高美 

10 会長挨拶  可美中生は、可美地区の祭事に頑張って参加し、楽しんでいた。CS は 5 か月ぶ

り開催ですが、よい情報を共有していきましょう。 

11 校長挨拶   

・1 学期の生徒の生活アンケートを前年度と比較すると、多くの項目で向上して

いる。今年度は欠席率も低い。休みがちな生徒も自分なりの登校の形を考えて

いる。担任を中心とする職員の努力と家庭や地域の御協力のおかげである。 

       ・今年度の学校経営の柱は、「生徒の姿で語る」と「対話」である。1 学期に実施

した 3 年生の修学旅行、2 年生の野外活動も教員と生徒、生徒と生徒が「対話」

を繰り返し成功に導いた。そして 9 月 30 日に実施した文化発表会での生徒の

姿は前期の集大成と言えるものだった。 

       ・今後の活動として、ジャージのデザインの変更を行っていく。 

12 議長の選出  第 1 回学校運営協議会にて決定した、議長を小野田会長に務めていただくこ 

とについて、全員異議なくこれを承認した。 

13 教育活動の報告と見直し （画像参照） 

   （1）1 年生より 防災講座他              （與五沢教諭） 

   （2）3 年生より 高校出前講座他            （中川教諭） 

   （3）家庭科学習支援活動報告              （石黒教諭） 

   （4）ひまわり 職場体験に向けて            （鈴木教諭） 

   （5）2 年生より シヅクリプロジェクト「エンジン」他  （杉浦教諭） 

14 熟 議 

（1）受験前面接指導について               （池野教諭） 

   面接指導を行うことで、職員以外の大人と話しをする機会は子供たちに大変貴重な経 

験となり、面接に自信を持って挑めている。本年もお願いしたい。 

   本年度の面接指導に関しては、3 点お願いがあります。 

     ①面接官の人数の確保 

     ②面接指導時の生徒の人数、実施時間の変更 
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     ➂公立高校の面接方法の変更にあたり、1 対 1 での面接の実施 

 小野田会長 当初の目的「緊張感を与える」から離れ、高校の面接の内容をやる形になっ

ている。負担がある。やり方についてどうか。 

 小野田委員 目的をしっかりさせ、学校以外の人と話す、緊張感と礼儀をみるという基礎

でやっていく、内容をシンプルにしないと面接官の人数確保は厳しい。子供

たちには自分をアピールする場にしてほしい。 

 牧 野 委 員 保護者目線では、面接指導はとてもありがたい。1 対 1 で話すことに慣れさ

せたい。子供は可美中で面接官に言われた言葉が嬉しかったと言っている。

高校からも可美中の生徒は、受け答えが物おじせずよいと言われていると聞

いた。面接指導を経験することで受験時の気持ちに余裕ができていると思う。

是非お願いしたい。 

 小野田会長 子供たちの反応はどうなのか。 

 杉 浦 教 諭 昨年 3 年生の担任をしており、面接指導は実践的な場であり、子供にとって

非常にためになっていると実感している。 

 池 野 教 諭 手順書やチェックシートなどを工夫して負担なく実施してもらえるようにし

ていく。 

 小野田会長 目的をはっきりさせ、面接指導は集団と 1 対 1 でやっていく。面接官の人数

確保をお願いします。 

    ～ 休憩  14 時 50 分～15 時 ～ 

  （2）部活動地域展開について  （小畑校長） 

       浜松市は、令和 8 年 9 月から市として目指す地域クラブ活動「はまクル」を導入

していく。現在本校では、野球、ソフトボール、男子バレーボール、サッカーが地

域クラブを立ち上げている。この中でサッカーが「はまクル」のモデルチームと

して本年 10 月からクラブ運営を行っている。各部、それぞれの事情に合わせなが

ら、土日の活動の在り方を考えていく段階に入っている。 

   小野田委員 資金面も学校負担とは別になる。今後地域クラブは、必勝主義ではなく誰で 

も参加できるものになる。それぞれの競技で、人数やニーズがあるかないか 

で形がかわる。 

   小野田会長 具体的でないためよくわからないが、情報を地域の方へ発信して欲しい。 

15 報 告  

（1）全国学力調査 結果報告               （谷野教諭） 

（2）学校支援コーディネーターから            （岡本委員・川原委員） 

16 連絡事項 

   （1）学校の取組に対する評価について           （谷野教諭） 

   （2）学校運営協議会自己評価の実施と結果等の報告について （杉浦教諭） 

   （3）やらまいか講演会について              （池野教諭） 

   （4）令和 8 年度 学校運営協議委員 意向調査について   （小畑校長） 

       11 月 30 日をもって中村精志委員 中村淳子委員が任期を終えられます。 

       ありがとうございました。 

   （5）第 3 回学校運営協議会について 令和 8 年 2 月 16 日（月） （杉浦教諭） 
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      ・来年度の学校運営の基本方針と教育課程について 

      ・いじめ対策基本方針について 

17 アンケート記入 


